
第５４回放送教育研究会徳島大会
第５４回徳島県小学校放送・情報教育研究大会
（会場校研究発表）

令和５・６年度

東みよし町立昼間小学校の取組

令和６年６月７日（金）



１ はじめに

◎昼間小学校 学校教育目標
「自ら学び、心豊かに、たくましく生きる子どもの育成」

学習意欲を高め、基礎・基本的な知識・技能の習得
様々な活動を通して思考力・判断力・表現力の育成



２ 研究主題について
（１）研究主題

徳島県小学校教育研究会情報教育部会 令和５・６年度 研究主題

未来を切り拓く情報活用能力の育成を目指した教育活動の推進

ー１人１台端末環境における「個別最適な学び」と「協働的な学び」
の一体的な充実ー

令和５年度会場校研究主題

「未来を切り拓く情報活用能力の育成を目指した教育活動の推進」



◎県のサブテーマを参考に検討し、令和６年度の会場校のサブテーマを決定



◎令和６年度 会場校研究主題

未来を切り拓く情報活用能力の育成を目指した
教育活動の推進
ー一人一人のよりよい学びをめざし、

考えを広げる教育活動の充実ー



（２）研究の柱（３領域）

①情報モラルを育成する教育活動の推進（情報モラル）

②問題解決・探究の端末活用に関する教育活動の推進（情報活用）

③プログラミング的思考を育成する教育活動の推進（プログラミング）

３領域の授業の中で、必要に応じて、学校放送番組を効果的に活用
した実践を行うこととする。



３ 研究の実際
（１）令和５年度秋季研修会に向けて

◎情報モラル、セキュリティ研修（４月） ICT教育支援員による説明

情報活用能力年間計画の検討（５月）



◎ロイロノート、思考ツールを全学年の授業で活用

ICT教育支援員によるロイロノート、思考ツールの使い方研修（５月）



◎徳島県情報教育部会研究計画等の説明（６月）

徳島県情報教育部会事務局長による研修



◎研究授業（６月） （２年国語科）

（５年社会科）（４年国語科）



◎研究授業（７月）

（３年算数科）

（１年国語科）

（６年国語科）



◎研究授業の振り返り（１～６年） ４年国語科の授業研究会

授業終了後、ジャムボードのシートに

参観者各自が書き込み、全員で共有

後日、対面で１～３年と４～６年に分かれて授業研究会



◎「Google for Education」ICT教育支援員による研修

２学期からのクロムブック使用にそなえて、８月（夏休み）に終日研修



◎学年別に授業者とともに授業研究・準備等の協力

・公開授業（３・５・６年）の指導案検討、掲示物作成等を担当（９・１０月）
・T２として授業に入って、協力しながら指導



（２）令和５年度秋季研修会

第５３回徳島県小学校放送・情報教育秋季研修会

令和５年１１月２日（木） 午後開催 ３７名参加
◎公開授業（３領域・３学級）

①情報モラル ３年 総合的な学習の時間 「メディアから考えよう」

②情報活用 ５年 総合的な学習の時間

「一人一人が大切にされる避難所について考えよう」

③プログラミング ６年 総合的な学習の時間

「未来のふるさとを考えよう」

◎授業研究会（３・５・６年が同じ会場で）



◎公開授業の指導案の一部（５年総合的な学習の時間）

単元計画、本時の計画をロイロノートのプロット図を使って作成。
単元計画については、見やすいように、QRコードも指導案に掲載。



◎公開授業（３年・５年教室）

３年 総合的な学習の時間（情報モラル） ５年 総合的な学習の時間（情報活用）



◎公開授業（６年教室）・授業研究会（体育館）

６年 総合的な学習の時間（プログラミング） 授業研究会（３・５・６年）



◎授業研究会での授業者の説明等（一部抜粋）

①情報モラル（３年）
家庭で撮られた写真の意図を考える活動で、児童は写真を見て、撮影者の意
図を考えて読み取っていた。表現の仕方を考えるときに、人にはアドバイスでき
るが、自分の写真では撮り方がわからない児童が多い。

②情報活用（５年）
避難所で必要なものを、子ども、女性、高齢者、障がいをもつ方の４つの立場か
ら考えて調べたが、情報を収集し発信するには個人差があり、意見を言うため
に引き出しが必要で、どんな支援が効果的かを知りたい。

③プログラミング（６年）
マインクラフトで作ったものを紹介し、創造性や協働性も高まってきたが、言語
の習得に時間がかかり、ブロックの意味を理解することが難しくて、プログラミ
ングに個人差がある。



（３）秋季研修会を終えて
①成果
○全学年でロイロノートや思考ツールを活用した授業づくりを行うことで、
教職員間でアイデアを共有したり、アドバイスをしあったりできた。

○児童がクロームブックやロイロノートの使い方に慣れてきた。

○６年の授業では、マインクラフトを使って、グループで協力しながら施設を
プログラミングして作ることができた。

○授業研究会では、３つの学年同時にパッドレットを使って、多くの参加者
から質問や意見等をいただき、回答できた。

○思考ツールを目的に応じて様々な教科で活用する場面が増え、整理・分
析する力が高まった。話し合いや協働の場面が増えた。

○研究授業後に、ジャムボードでの授業の振り返りを行うことで、時間短縮
やアドバイス共有ができた。



②課題
●思考ツールの効果的な活用についての
研修が必要（講師依頼）

●令和６年度研究主題のサブテーマの作成

●児童の情報活用能力アンケート作成・実施

●令和６年度の研究の視点の設定

●校内研修年間計画（週２回）の修正・作成

●情報活用能力年間指導計画の見直し



（４）秋季研修会後の取組
◎情報モラル・プログラミングのアイデア出し（ジャムボード）



◎思考ツールを使った1・２学期の実践のまとめ（ジャムボードで）



◎児童の情報活用能力段階表作成（学級担任評価）

基本的な操作スキル、探究スキル、プログラミングスキル、情報モラルスキル



◎児童の情報活用能力アンケート（自己評価）

低・中・高学年別に、フォームを使ってアンケート（２月末）

３領域（情報活用、情報モラル、プログラミング）についての質問項目



◎情報活用能力段階表・情報活用能力アンケート
による児童の実態からの課題

①情報収集を適切に読み取れていない

②集められた情報から、分類整理する力が弱い

③探究スキルに課題が残る

④メディアバランスが弱い

⑤思考ツールの目的に応じた使い方ができていない



◎「研究のキーワード」を設定

①情報モラル

「責任」「ルールを守る」「ネットワークの善き使い手」

②情報活用

「情報の収集・整理・分析」「学ぶための技を身につける」

③プログラミング

「良さ・便利さ・おもしろさに気づく」「実生活の中で役立てる」



◎６年間で児童に身につけさせたい力
「研究のキーワード」をもとに設定

①情報モラル

「ネットワークの善き使い手になるため、責任を持った言動ができる。」

②情報活用

「学ぶための技を身につけ、自分の考えを形成することができる。」

③プログラミング

「プログラミングの良さ・便利さ・おもしろさに気づき、実生活の中で

役立てることができる。」



◎研究の仮説

①統一された学習ツール（ロイロノート）を活用し、普段の授業の中で個別
と協働の学びを自己調整しながら繰り返し行うことで、収集した情報をもと
に思考ツールを選択し、根拠をあきらかにすることができるのではないか。

②比較・整理・分析するための視点を明確にすることで、自分自身の考えが
広げられ、目的に応じた思考ツールの使い方を繰り返し行うことで、探究す
る力に高まりがみられるのではないか。

③情報モラル教育やデジタルシティズンシップ教育の視点から、集められた
情報を読み解き、正しい情報である根拠を明らかにすることで、自分の考え
に根拠をもち、情報のよき発信者となるための資質・能力が高まるのではな
いか。



◎研究の視点
①情報モラル
生活の中で、安全なインターネット等の使い方を考え、自分で意思決定を  

して、話し合う中で責任を持って、情報の善き使い手になることができたか。

②情報活用
目的に応じて、思考ツールを活用して、思考スキルを高め、自分の考えを
広げ、意見を共有し、協働的な学びが深まったか。

③プログラミング
自分で作成したプログラムの手順や組み合わせ方を考え、発表や意見交
流をする活動は、プログラミング的思考や実生活で役立つことにつながっ
たか。



◎３領域について、講師による研修

①思考ツールの講義、ワークショップ（対面）１月 ジャムボードを使って



◎３領域について、講師による研修

④思考ツール研修（対面）３月

③プログラミング教育の研修（オンライン）
３月

②情報モラル・デジタルシティズンシップの研修
（オンラインで講義、ワークショップ）２月



（５）令和６年度１学期前半の取組

◎「スプレッドタイム」の開始
児童の思考スキルを高めるために、月曜日から木曜日までの朝の
活動の時間（１５分間）に、思考ツールを活用した学習を開始

育てたい「思考スキル」として、比較する（ベン図）、多面的に見る
（くま手・フィッシュボーン）、分類する（XYWチャート）、構造化する
（ピラミッドチャート）、広げる（イメージマップ）、理由付け（クラゲ
チャート）の思考ツールを１週間ごとに、テーマを選んで活用中



◎「スプレッドタイム」の開始

ワークシート 思考ツールのスケジュール表



◎オンラインで助言者と授業者、授業協力者が指導案
等について打ち合わせ会（放課後）

◎指導案は校内で共通の形式を決めて作成し、指導案にコメントも



第５４回放送教育研究会徳島大会並びに
第５４回徳島県小学校放送・情報教育研究大会
令和６年６月７日（金）午後開催

◎公開授業、授業研究会
１年（情報活用）生活科 ２年（情報モラル）特別活動

３年（プログラミング）音楽科 ４年（プログラミング）総合的な学習の時間

５年（情報活用）外国語科 ６年（情報モラル）総合的な学習の時間

◎全体会（講演：堀田龍也先生）



４ おわりに

◎会場校研究主題
未来を切り拓く情報活用能力の育成を目指した教育活動の推進
ー一人一人のよりよい学びをめざし、考えを広げる教育活動の充実ー

令和５年４月から１年２か月間の取組や研究実践の発表となり、
まだ研究実践の途中なので、今後も研究実践を深めていきたい

本校の研究に際して、ご指導ご協力いただいたすべての皆様に
厚くお礼を申しあげます。

ご静聴ありがとうございました
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